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   テーマ  “甲状腺自己抗体検査について” 
 2010 年 5 月より、TSH レセプター抗体（TRAb: TSH Receptor Antibody）、抗サイログロブリン抗体（A-TG: 

anti-thyroglobulin antibody）、抗甲状腺ペルオキシターゼ抗体（A-TPO: anti-thyroid peroxidase antibody）を

院内にて測定しています。TRAb陽性ならばほぼバセドウ病であることを示し、抗体の力価が病態を反映し、治

療効果の判定や寛解、再発の指標になります。橋本病では、A-TG、A-TPO により甲状腺が破壊され、徐々

に甲状腺機能低下症になります。以下に、日本甲状腺学会の甲状腺疾患診断ガイドライン 2010 におけるバ

セドウ病と橋本病の診断基準と、院内の基準範囲（カットオフ値） を示します。 
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 ＜まとめ＞ 

１． バセドウ病や橋本病の早期診断が可能になりました。 

２． TRAb、A-TG、A-TPO、以外の甲状腺自己抗体検査は、外注検査です。 


